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第 1 章~第 5 章において論文提出者が新たに合成した種々のポリおよびピス(クラウンエーテル)
を用いて，アルカリ金属，アルカリ土類金属および重金属ピクラートの溶媒抽出を，水ークロロホル
ムおよび水ージクロロメタン系で行い， Na+ , K+ , Cs+ , Sr 2+, Ba2+, Tl+ 等に対して高い抽出能と選
択性を有するポリおよびピス(クラウンエーテル)を見出している。これら一連の溶媒抽出実験を通




詳しく検討するため，第 6 章ではシスおよびトランスーピス(クラウンエーテル)，第 7 章では立体
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規則性を有するポリ(クラウンエーテル)のカチオン捕捉性を溶媒抽出法により評価し，その結果と














3) Na+ に対して高選択性を有するピス(クラウンエーテル)の開発に成功しこれらの化合物を Na+
センサーとして応用する道をひらいている。
以上の結果はアルカリおよびアルカリ土類金属イオンの分離技術に関して新しい基礎的知見を得た
ものであり分析化学ならびに工業化学の発展に貢献するところが大きい口よって本論文は博士論文と
してイ面{直のあるものと認\める。
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